西病棟チームカンファレンス記録
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	　　　　　　平成２２年　５ 月　１８日（火）
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	○
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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞
・職員写真撮影について～病棟にて掲示してある職員の顔写真を、今年度取り直ししたい

と思います。

　病棟職員は5/21（金）までに庶務にて撮影をしますので、必ず

5/21（金）までに撮影に来てください。
・オンコール変更のお知らせ～5/26　谷藤SGM→佐々木

6/4　　佐々木→谷藤SGM

へ変更となります。
・スタッフの自己評価表の記入を記入例を参考に5/28（金）までに行ってください。　　　　保存場所は、共有フォルダ→看護科共有→Ｈ22スタッフ自己評価表→西Ｇ　です。

・委員会が決定しました。各自、目標シートを作成し、ＳＧＭへ提出してください。記入の際には、役割や目標を具体的に記入してください。

・6/22（火）に監査があります。カルテチェック、ケアプランの見直しを行っていきましょう。また、病棟内の巡察もありますので、環境整備をしていきましょう。

・メンタルケア病棟の空調、井戸水の用水ポンプについて、修理には部品を交換しないといけない為暫く時間が掛かるとの事です。

・病棟事業計画について、今後、進歩状況や取り組んだ内容について、月末にＪＧＭに報告してください。また、病棟事業計画書の提出をしていない担当者は、早急に作成し提出してください。

・学術教育研修のテーマについて、5/24（月）にテーマを決めて報告してください。

・食事カードを持っていかなかった患者様が、大盛り食を出してもらえないという事がありました。レストランに行く際には、食事カードを忘れずに持っていただくよう患者様に伝えていきましょう。

・5/25（火）・26（水）17：30～　看護科グループ研修があります。内容は「緊急対応」で、全スタッフ対象となっています。グループ分けを行いますので、5/20（木）までに

　看護共有⇒H22グループ内研修出欠表⇒H22，5月救急研修出席表に参加日の打ち込みをしてください。

・疾病教室導入の対象患者様のリストアップしましたので5/29(土)までに各主治医へ確認

　して下さい。

・物品・設備管理担当スタッフへ…6月の環境整備の分担作成お願いします。また、

　　　　　　　　　　　　　　　　6/22監査で病棟の巡察がありますので、環境整備のプランニングをお願いします。

＜患者様連絡事項＞

・市川　真紀子様～明日実施予定のハロマンス（100）1A処方となっています。

西B救急カートの点滴の引き出しに入っています。

・宮　陽子様～5/22（土）9:00～5/24（月）17:00まで外泊許可となっています。
・下口　政子様～施設の受け入れ整い、精神状態落ち着いている事から、本日、10：00退院となっています。

・阿部　文香様～本日、東Ｂユニットから西Ｂユニットに転入となっています。

・藤井　崇史様～本人より「カウンターで服薬をしたい」と希望聞かれています。自己服薬管理の患者様と同じ時間帯に服薬して頂きましょう。

＜皮膚科診察＞

・新井　圭次様～掻痒感訴え、タベジール２Ｔ（朝・夕）8日分処方となり、以後定期の指示が出ています。掻痒感の程度及び増強の有無について確認していきましょう。

・横山　耕生様～両下肢に湿疹見られ、デルモゾールＧ軟膏塗布の指示が出ています。皮膚状態の観察を行い、掻痒感の程度及び増強の有無について確認していきましょう。

＜定期薬変更＞

・藤井　崇史様～排便コントロールのため、変更となっています。排便状況の確認をしていきましょう。

　　　　　　　　　　センナリド２Ｔ　→　センナリド１Ｔ

　　　　　　　　　　アローゼン（0.5）１Ｐ　追加処方

＜ＳＳＴ評価・検討＞

Ａユニット…横山様・源波様より、Ａユニットの患者様とはスムーズに交流持っているが、活動の時にＢユニットの患者様との話し掛け方について難しいと話聞かれ、話し合っている。参加メンバー全員で話し合う事できている。

Ａグループ…参加している方たちが、自分たちの目標をわかっていることもあり、「もっとはっきり言わないとわからない」「伝わらない」と互いに指摘できている。

Ｂユニット…各自、自主的に振り返りを行う事出来ている。困った事について問うと質問してくる患者様はいない。

　　　　　　　新井様～他者交流を目標としている為、必要あれば、グループ内検討か目標検討が必要。

Ｃユニット…全体的に発言なく静かな雰囲気で行っている。自己評価が高い患者様が多く、他患者様からも情報を得ながら進めている。

　　　　　　　古舘様～目標が「用事を頼む際は一言声掛けして話しかける」ですが、本人理解しておらず、今後も説明していく必要がある。

Ｄユニット…全体的に自己評価が高いが、ＳＳＴの最中は下を向いている患者様が多い。場を乱す患者様もおらず、最後まで行う事できている。

